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	氏名（所属）
	大野晋（東北大学）、ohnos@archi.tohoku.ac.jp, 022-795-7510

	(1)計算モデル
	・S71～S73まで，74は時間切れです。

	(2)用いた手法

ソフト名・作成者
	・Boore(1983)+入倉(1986,1994)＋香川(2004)
・コード作成：大野

	(3)参考文献
	・Boore (1983), 入倉(1986,1994)，香川(2004)

	(4)有効振動数
	・0.02～20 Hz

	(5)乱数発生法
	・一様乱数
・香川(2004)を参考にスペクトルの収束計算を実施。時刻歴は最初だけ包絡形をかけて，２回目以降は非因果部分（FFTデータの後半部）をゼロにおいて収束計算を行った。収束判定は応答スペクトルにフィッティングした模擬波作成時と同じ（強震波形の作成法p87, 7-1から7-3式）。


	(6)重ね合わせ
	

	(7)減衰の導入法
	

	(8)提出波形に施した波形処理
	・原波形（フィルタなし）

	(9)その他
	KiK-net地点は*Bが地中，*Sが地表です。


